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我
困
極
端
肝
質
建
白
特
質
に
就
て

第
五
十
二
巻

五

告書

披

五

我
園
経
済
護
蓮
の
特
質
に
就
て

堀

江

保

窺

序

口

経
消
新
酬
開
制
白
首
面
の
目
標
は
生
産
の
掠
充
に
あ
り
、
而
し
て
そ
D
属
性
と
し
て
、
又
は
之
を
寅
現
す
る
手
段
と
し
て
、
或
は
公

径
優
先
の
理
念
が
強
調
さ
れ
、
或
は
モ
れ
を
現
寅
化
ず
べ
き
組
織
が
考
へ
ら
れ
、

或
は
生
産
技
術
D
高
度
化
白
問
題
が
論
議
せ
ら

れ
、
或
は
企
業
白
合
同
・
整
理
が
熱
心
に
考
究
せ
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
。
此
等
の
事
柄
を
如
何
に
庭
置
す
べ
き
か
、
特
に
現

存
の
生
産
力
を
落
さ
宇
し
て
所
謂
新
慌
制
を
如
何
に
賞
現
す
べ
き
か
は
、
最
も
慎
重
た
る
考
慮
主
要
す
る
と
E
ろ
で
あ
り
、
殊
に
そ

れ
が
政
治
・
経
済
・
図
民
道
徳
D
現
献
に
謝
す
る
深
き
理
解
D
基
礎
の
上
に
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
出
と
と
は
い
ふ
迄
も
な
い
が
、
そ
の

現
欣
に
針
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
忙
は
、
そ
白
歴
史
的
考
察
を
加
へ
る
己
と
は
、
無
駄
で
な
い
の
み
友
ら
や
、
頗
る
大
切
で
あ
ら

う
本
稿
に
於
て
は
、
右
の
諸
鞘
忙
関
聯
し
て
我
国
経
済
禁
法
の
二
三
白
特
疫
を
考
究
し
よ
う
と
忠
ふ
。
従
っ
て
取
扱
ム
範
圏
は
主
と

し
て
明
治
維
新
以
後
で
あ
り
、
特
質
と
栴
ナ
み
も
各
園
経
済
護
達
と
白
比
較
に
於
け
る
根
本
的
特
質
で
は
泣
く
、
現
象
形
態
に
現
は

れ
た
二
三
の
特
徴
的
た
事
項
を
指
摘
す
る
忙
止
る
と
と
L
在
る
で
あ
ら
う
が
、
モ
の
勤
は
抽
出
め
讃
者
心
了
解
を
願
ふ
次
第
で
あ
る
。

a、、

封
建
枇
曾
の
構
造
的
特
質



資
本
家
枇
舎
を
考
察
す
る
吃
は
、

一
底
封
建
祉
舎
を
顧
み
る
必
要
が
あ
る
。
殊
に
我
躍
の
易
合
に
は
、
封
建
吐
曾
よ
り
直
ち
に
比

較
的
進
ん
だ
安
本
家
枇
舎
に
遜
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
封
建
枇
合
特
に
そ
白
後
期
は
、
土
地
経
済

D
問
に
貨
幣
経
桝
が
著
し
〈
品
目
展
し

た
時
代
で
あ
り
、
商
工
業
者
の
一
居
住
地
た
る
都
市
が
渡
良
し
て
、
商
人
が
経
済
の
上
に
優
位
を
占
む
る
に
支
っ
た
時
代
で
あ
る
。
己

の
時
代
に
欧
難
巴
に
於
て
は
所
割
自
治
都
市
が
成
立
し
、
土
地
経
済
に
基
礎
を
置
〈
封
建
領
主
と
白
聞
に
種
々
の
関
係
が
生
じ
た
。

と
の
闘
係
に
つ
き
ピ
ユ
ツ
ヒ
ャ
ー
は
伊
太
利
型
・
悌
蘭
回
型
及
び
狽
逸
型
を
掲
げ
て
次
白
如
〈
説
明
し
て
ゐ
る
。

『
諸
都
市
白
、
周
園
白
農
村
に
劃
ナ
る
担
済
的
支
配
は
、
明
遜
に
於
て
は
、
若
干
の
場
合
に
政
泊
的
支
配
に
ま
で
高
ま
っ
た
に
遇

f
向
。
骨
太
利
に
品
目
て

は
、
同
様
白
設
展
は
都
市
的
事
制
の
完
成
に
導
い
た
。
伸
蘭
阿
に
於
て
は
、
自
尚
一
な
都
市
闘
世
の
自
惜
は
未
だ
子
供
?
っ
ち
に
図
主
が
封
建
貴
族
の
助

カ
を
得
て
之
を
踏
付
け
て
し
き
ワ
た
。
そ
こ
で
潤
逸
に
於
て
は
悌
蘭
西
に
於
け
る
と
同
様
に
、
都
市
白
掛
壁
外
に
存
ず
あ
綿
て
の
物
は
妊
悶
法
的
構
造

に
よ
っ
て
蔽
は
れ
て
し
ま
ふ
と
と
与
な
っ
た
。
割
前
大
き
な
湛
閣
制
主
は
自
己
の
荏
岡
を
親
し
〈
経
替
ナ
る
こ
と
を
と
っ
〈
に
断
念
L
、
か
〈
て
そ
白

士
地
所
有
は
、
恰
も
都
市
白
土
地
及
家
の
所
有
が
都
市
貴
族
に
封
ず
あ
が
如
〈
、
車
な
る
地
代
の
掘
泉
p

と
な
っ
た
。
け
れ
E
も
彼
磐
田
向
初
の
純
潤
力

は
政
拍
力
と
な
り
延
岡
領
主
(
の
E
E
V
2
5ロ
)
は
封
建
商
炉
問

(
F
E
-
E
E
Z
B
)
と
な
り
、
こ
の
題
化
の
温
程
に
於
て
細
分
せ
る
新
た
な
小
貴
族
領
主

階
紋
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
そ
白
利
盆
は
諸
侯
O

そ
れ
と
結
吋
ゆ
っ
き
町
も
全
く
農
業
的
利
益
で
あ
っ
た
。
か
〈
て
洞
逸
に
於
て
は
、
中
世
後
期
E
古川た

し
た
所
白
か
の
銃
い
抗
争
が
市
民
主
貴
援
と
の
聞
に
起
っ
た
。
そ
し
て
と
の
抗
事
に
於
て
、
都
市
は
大
部
分
は
購
買
及
質
油
れ
に
よ
っ
て
都
市
領
辛
か

ら
獲
得
し
た
政
治
的
自
治
を
固
持
し
た
け
れ
E
も
、
農
民
階
融
を
封
建
的
権
力
か
ら
も
ぎ
取
る
こ
と
は
出
燕
な
か
っ
た
白
で
あ
る
凶
』

要
す
る
に
伊
太
利
に
於
て
は
都
市
の
猫
立
の
程
度
最
も
高
く
都
市
岡
家
に
ま
で
設
展
し
、
組
側
逸
都
市
は
周
聞
の
農
村
に
封
す
る
政

治
的
支
配
に
ま
で
は
到
ち
友
か
っ
先
け
れ
ど
も
、
自
身
は
諸
侯
及
領
主
忙
針
抗
し
得
る
政
治
及
経
済
力
を
持
っ
た
。
之
に
針
し
て
併

蘭
西
に
於
て
は
都
市
は
形
式
に
於
て
も
賃
貸
忙
於
て
も
図
主
従
っ
て
中
央
政
府
の
統
制
在
受
け
た
。
ピ
ユ
ツ
ヒ
ヤ

1
は
鰯
れ
て
ゐ
泣

い
け
れ

E
も
、
英
図
に
於
て
も
事
情
は
同
様
で
あ
っ
た
引
但
し
英
悌
雨
図
に
於
て
も
都
市
が
多
少
と
も
に
自
治
都
市
と
し
て
成
立
し

て
ゐ
た
と
と
は
同
一
で
あ
る
。

a 

我
闘
担
済
盈
建
白
特
質
に
就
て
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我
開
祖
済
護
遠
目
特
質
に
就
て

告再

説

烹E

[l!! 

骨
五
十
二
巻

ヨ王
位旦

此
等
欧
羅
円
諸
園
白
紙
態
と
比
絞
す
る
と
、
江
戸
時
代
目
都
市
は
、
経
済
的
に
も
況
ん
や
政
治
的
に
も
封
建
的
支
配
力
か
ら
凋
立

し
て
、
自
治
構
を
獲
得
し
た
と
は
一
一
最
も
い
へ
な
い
欣
態
で
あ
っ
た
。
中
世
末
期
に
堺
・
博
多
等
白
都
市
は
自
治
都
市
陀
ま
で
生
長
し
つ

L
あ
っ
た
が
、

間
も
な
く
共
等
は
封
建
的
支
配
カ
の
裡
に
包
括
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

江
戸
時
代
田
諸
大
名
は
既
に
の
】

E
色。弓

で
は
な
ぐ
円
自
ι自
E
司庁

で
あ
っ
て
、
此
賄
は
絹
逸
の
欣
態
と
類
似
し
て
ゐ
る
が
、
之
と
農
民
と
の
問
に
戎
程
度
の
経
済
力
・
政
治

力
社
持
つ

P
E
S
O司
は
介
在
せ
宇
、
従
っ
て
営
時
に
於
て
は
都
市
も
農
村
も
一
様
に
封
建
諸
侯
の
行
政
直
域
た
る
の
形
式
と
賓
質

と
を
具
へ
て
ゐ
た
。
右
も
そ
れ
が
近
代
的
な
行
政
院
域
と
金
ぐ
同
一
の
も
の
で
な
か
っ
た
の
は
勿
論
で
あ
っ
て
、
都
市
も
農
村
弘
一

聞
に
於
て
は
自
治
園
櫨
白
性
質
主
有
し
つ
L
、
他
聞
に
於
て
は
諸
侯
の
強
力
な
統
制
に
服
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
い
は
ピ
そ
の

自
治
の
許
容
は
統
制
り
た
め
白
手
段
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

我
闘
に
於
で
封
建
諸
伐
と
農
民
と
の
聞
に
一
位
閤
領
主
が
介
在
し
左
か
っ
か
り
は
、

首
時
武
士
が
土
地
を
離
れ
て
城
下
町
に
居
住

し
、
多
分
に
俸
給
生
活
者
的
・
官
僚
的
性
質
を
持
つ
に
至
っ
た
と
と
L
相
関
聯
す
る
。
而
し
て
封
建
諸
侯
の
利
益
は
勿
論
農
民
の
利

袋
、
夫
人
最
も
密
接
に
結
び
つ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

一
方
に
於
て
誌
求
を
政
で
し
た
に
し
て
も
、
他
方
に
は
農
政
に
最
大
の
努
力
が
挽

は
れ
た
。
併
し
之
と
同
時
に
諸
侯
と
商
人
と
の
閲
係
も
時
代
D
経
過
と
共
に
一
位
々
密
接
D
皮
を
加
市
た
。
査
し
貨
幣
経
済
の
進
展
に

伴
っ
て
、
諸
侯
は
次
第
に
商
人
の
財
力
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
〈
な
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
商
人
の
側
よ
り
見
る
も
、
商
業
杏
ポ
ー

の
蓄
積
は
諸
侯
と
閲
係
に
於
て
友
さ
れ
る
も
り
が
足
も
重
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
我
闘
に
於
て
は
、
他
の
多
く
り
事
情
と
相
倹
っ
て
、
悌
蘭
四
草
命
白
畑
き
町
人
革
命
勃
穫
の
機
運
は
醸
成
せ
ら
れ
や
、
英

閣
の
名
畿
日
革
命
の
如
き
も
の
す
ら
行
は
れ
難
い
情
勢
に
あ
っ
た
。

a 

要
す
る
に
、
我
園
封
建
枇
合
末
期
の
構
造
は
、
之
を
蹴
羅
巴
諸
国
の
同
時
代
の
そ
れ
と
比
授
す
る
と
、
構
成
要
素
に
於
て
は
多
〈

拙著、日本費本主義の成立、 35頁以下。4) 



。
共
通
の
も
白
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
構
成
の
仕
方
に
於
て
著
し
〈
異
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
り
セ
夏
な
る
鞘
は
、
都
市
が
自
治
相
側

立
性
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
、
都
市
は
農
村
と
共
に
諸
候
の
行
政
匝
域
で
あ
っ
た
己
と
、
武
士
が
俸
給
生
活
者
化
し
而
も
封
建
的
身

分
闘
係
が
依
然
と
し
て
棋
噴
く
有
し
た
と
と
等
で
あ
っ
て
、
要
寸
る
に
封
建
諸
候
的
政
治
的
・
経
済
的
支
配
が
批
舎
の
隅
々
に
士
で
行

亙
り
、
而
も
幕
府
が
諸
侯
の
諸
侯
と
し
て
金
問
的
に
統
制
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
か
〈
て
三
百
年
白
永
雪
平
和
が
維
持
せ
ら
れ
、
封

建
的
秩
序
は
形
式
上
殆
ど
棄
さ
れ
千
し
て
明
治
維
持
に
五
り
、
議
に
明
治
の
新
鴎
制
が
樹
立
せ
ら
れ
る
と
と
に
怠
っ
た
の
で
あ
る
。

個
人
的
利
己
主
義

今
日
公
袋
優
先
と
い
ふ
と
と
が
頻
り
に
唱
へ
ら
れ
る
の
は

一
つ
に
は
個
人
的
利
己
主
義
に
基
〈
が
如
き
現
象
が
随
所
に
現
は
れ

る
か
ら
に
外
な
ら
ぬ
。
貨
を
い
へ
ぽ
政
治
・
枇
舎
・
粧
怖
の
各
方
面
に
現
は
る
t
h

剖
嫁
主
義
、
平
た
〈
一
E
へ
ぽ
出
る
杭
白
頭
を
直
ぐ
岬

く
と
い
ふ
や
り
方
も
、
個
人
的
利
己
主
義
と
別
物
で
は
な
い
。
之
は
我
図
民
性
忙
内
在
す
る
悪
い
特
質
の
一
で
あ
る
か
の
如
〈
唱
へ

る
向
も
あ
る
が
、
私
は
歴
史
D
過
程
に
於
て
埼
は
れ
た
も
の
、
縦
つ
で
更
忙
歴
史
過
程
を
経
る
己
と
に
よ
っ
て
艶
じ
得
る
も
の
で
あ

h
グ

る
と
思
品
。

前
遁
の
如
く
我
閣
の
封
建
時
代
に
於
て
は
、
封
建
諸
侯
の
統
制
は
政
治
・
経
済
共
他
各
方
面
に
及
び
、
杭
舎
の
隅
々
に
士
で
及
ん

で
ゐ
た
。
政
治
も
経
済
も
諸
伎
を
中
心
と
し
、
諸
侯
の
た
め
の
色
白
で
あ
っ
た
。
モ
白
下
位
於
て
、
先
づ
主
要
生
産
階
級
で
あ
る
農

民
は
、
土
地
に
拘
束
せ
ら
れ
、
居
住
移
時
及
び
峨
業
選
捧
白
白
巾
を
持
た
左
か
っ
た
。
町
人
階
級
の
う
ち
に
は
E
官
を
果
ね
、
諸
侯

。
命
に
必
十
し
も
諾
々
と
し
て
従
は
ぎ
る
の
み
な
ら
争
、
諸
侯
を
し
て
モ
白
前
に
膝
を
屈
せ
し
む
る
程
樺
勢
を
持
っ
た
も
の
も
あ
る

が
、
併
し
彼
等
の
活
動
は
封
建
的
紅
舎
機
株
に
拘
束
せ
ら
れ
、
そ
の
生
活
は
封
建
的
秩
序
に
従
っ
て
潜
ま
れ
ね
ば
在
ら
な
h
っ
た
。

a 

我
闘
経
済
琵
謹
白
特
質
に
就
て

務
五
十
二
巻

至乙

五

官事

鵠

ヨ王

王



我
図
鯉
持
費
注
目
特
質
に
就
て

第
王
+
=
巻

五
六

昔事

務

五
六

彼
等
の
活
動
は
更
に
仲
間
組
合
制
度
に
よ
っ
て
そ
の
自
由
を
妨
げ
ら
れ
た
。
之
は
商
業
者
た
る
と
手
工
業
者
た
る
と
を
問
は
や
各
替

業
に
関
し
て
結
ぼ
れ
た
も
り
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
官
白
許
可
に
よ
り
そ
白
保
護
の
下
に
一
定
種
類
白
替
業
を
濁
占
し
た
株
仲
間
が

最
も
大
普
及
存
在
で
あ
る
が
、
官
許
の
も
の
た
る
と
否
と
を
問
は
や
、
仲
間
外
の
同
業
者
を
排
除
す
る
と
同
時
に
、
仲
間
員
相
互
間

の
同
山
競
争
を
も
排
除
す
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
日
営
業
の
安
定
と
い
ふ
賦
か
ら
は
都
合
の
よ
い
制
度
で
あ
っ
た
が
、
創
意
の
仲
張
と

い
ム
貼
か
ら
は
窮
屈
な
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
更
忙
武
士
階
級
の
聞
に
於
て
も
、
身
分
格
式
が
重
ん
ぜ
ら
れ
v

人
材
む
登
用
が
極
め
て

狭
い
範
囲
に
於
て
し
か
行
は
れ
た
か
っ
た
と
と
は
言
を
要
せ
ざ
る
と
と
ろ
で
あ
る
。

、、

斯
〈
の
如
く
枇
舎
の
各
方
面
に
於
て
個
人
の
白
山
は
認
め
ら
れ
た
か
っ
た
。
と
の
秩
序
に
従
は
ぎ
れ
ば
生
存
権
を
奪
は
れ
る
。
中

に
は
そ
れ
ず
ら
斑
悟
で
反
抗
す
る
と
止
も
行
は
れ
た
。
百
姓
一
挟
白
如
き
は
そ
白
典
型
的
な
も
D
で
あ
る
。
武
士
階
級
殊
に
下
級
武

土
白
局
同
特
喚
白
運
動
が
隼
皇
擁
古
河
運
動
と
友
り
、
明
治
維
新
到
来
白
重
要
注
力
と
在
っ
た
の
も
、

一
つ
に
は
封
建
的
た
身
分
秩
序

へ
の
反
抗
が
契
機
と
伝
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
何
れ
忙
し
て
も
封
建
枇
曾
白
下
に
於
て
は
、
い
つ
り
時
い
づ
れ
り
庭
か
へ
自
己
を
主

張
せ
ん
と
す
る
騒
い
欲
求
が
動
い
て
ゐ
た
白
で
あ
る
。

か
L

る
際
に
西
洋
思
犯
が
輸
入
ぜ
ら
れ
、
明
治
維
新
の
成
就
と
共
に
西
洋
流
白
個
人
的
自
由
主
義
白
盟
想
が
政
治
・
経
済
其
他
各

方
阿
に
採
別
せ
ら
れ
る
己
と
に
な
っ
た
。
官
民
共
に
、
恰
も
待
受
け
て
ゐ
た
か
の
如
〈
、

E

D
思
想
に
飛
何
事
d
E
の
理
想
主
掲
ぐ
る

に
至
っ
ち
ん
と
と
は
、
上
辺
の
事
情
よ
り
し
て
直
ち
に
察
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

首
時
取
入
れ
ら
れ
た
西
洋
思
想
に
は
、
犬
瞳
に
於
て
、
英
図
流
白
功
利
主
義
、
柿
蘭
西
流
の
自
由
民
構
主
義
、
狗
逸
流
白
国
家
主

義
、
米
図
流
心
基
督
教
的
博
愛
主
義
の
四
種
類
が
あ
り
、
夫
々
の
特
徴
を
備
へ
て
ゐ
た
的
、
そ
と
に
は
共
通
す
る
と
と
ろ
白
も
む
が

a 

あ
ワ
売
。
そ
れ
は
個
人
の
自
由
と
い
ふ
艇
で
る
っ
て
、
そ
れ
が
常
時
の
我
闘
民
忙
最
も
ア
ウ
ピ

1
u
w
し
た
り
で
あ
る
。
例
へ
ば
調
迩

加国博士、明治初期祉官経済思想史、 303頁。5) 



流
白
園
家
思
想
の
裕
介
者
で
あ
る
加
藤
弘
之
博
士
も
、
政
府
の
職
掌
に
就
て
極
端
た
る
自
由
放
任
主
義
と
極
端
た
る
保
謎
干
渉
主
義

と
白
中
庸
を
と
っ
て
、
『
都
て
臣
民
に
任
せ
て
世
て
出
来
る
と
と
は
、
成
丈
け
政
府
で
手
を
出
さ
す
、
唯
巨
民
に
任
せ
て
置
で
は
山
来

ぬ
己
と
り
み
は
、
己
む
を
得
十
政
府
で
世
話
を
や
〈
を
本
意
と
致
す
で
ご
宮
る
」
と
池
ベ
て
居
ら
れ
る
。
突
園
流
の
功
利
主
義
の
最

初
の
且
つ
且
大
の
紹
介
者
で
あ
る
耐
津
先
生
が
、
如
何
に
個
人
の
自
由
を
主
張
さ
れ
た
か
は
、
『
天
は
人
の
上
に
人
を
治
ち
十
、
人
の

下
に
人
を
渇
ら
歩
と
云
へ
り
』
と
い
ふ
有
名
な
一
日
刊
を
以
て
始
ま
る
「
串
間
四
す
A

め
L

の
一
書
を
積
む
と
と
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ

る。4

ん
も
踊
津
先
生
は
、
個
人
の
自
由
主
主
張
す
る
宇
町
民
個
人
の
責
任
を
強
調
せ
ら
れ
た
。
之
は
同
じ
書
物
の
随
所
に
書
か
れ
て
ゐ

る
と
と
ら
で
あ
る
が
、
試
み
に
そ
の
一
つ
を
掲
守
れ
ぽ
左
の
如
〈
で
あ
る
。

『
串
間
を
す
る
に
は
分
限
を
知
否
事
肝
要
な
到
。
人
白
天
然
生
れ
附
は
、
繋
が
れ
ず
緋
ら
れ
ず
、
一
人
前
回
男
口
男
、
一
人
前
の
宜
は
宜
に
て
、
自
由
自

在
な
る
者
な
れ
ど
も
、
陥
自
由
自
在
と
の
み
唱
へ
で
分
限
を
知
ら
古
れ
ば
、
我
偉
放
蕩
に
陥
る
と
と
多
し
。
帥
ち
其
分
限
と
は
、
天
白
道
理
に
基
き
人

目
情
に
従
ひ
、
他
人
の
妨
を
怨
さ
ヂ
し
て
、
我
一
身
自
由
自
在
遣
す
る
と
在
な
り
。
自
由
と
我
偉
と
白
界
は
、
他
人
目
妨
を
鵠
す
と
錨
さ
ピ
る
と
の

聞
に
あ
企
一
百
々
。

斯
〈
の
如
く
自
由
は
責
任
を
作
っ
て
始
め
て
雫
張
し
得
る
と
と
る
で
あ
る
。
然
る
に
も
拘
ら
・
十
営
時
の
我
図
に
於
て
は
、
経
済
上

の
自
由
主
義
に
し
て
も
政
治
上
の
町
由
民
権
思
想
に
し
て
も
、
自
由
白
面
白
み
を
強
調
す
る
と
と
に
急
で
あ
っ
た
。
之
は
営
時
外
函

に
於
て
、
自
由
主
義
思
想
が
か
i
A

る
段
階
に
ま
で
褒
遣
し
て
居
り
、
而
も
そ
れ
が
我
闘
に
直
輸
入
せ
ち
れ
た
の
に
よ
る
と
と
る
で
あ

っ
て
、
強
い
て
輸
入
し
た
人
法
の
故
意
に
蹄
し
売
り
、
唱
導
し
た
人
達
の
界
に
師
し
た
り
す
る
己
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
が
、
兎

も
角
も
個
人
的
自
由
主
義
は
、
封
建
的
枇
合
秩
序
の
抑
座
下
に
あ
っ
た
我
園
尺
に
最
も
歎
迎
せ
ち
れ
、
我
園
経
済
登
一
連
の
品
恋
的
一
一
芸

付
け
と
な
っ
た
D
で
あ
る
。

• 

「
我
闘
程
掛
褒
曹
の
特
官
に
就
で

第
主
十
二
巻

五
七

野

酷

玉
七

翼政大意(明治文化毛集、害事宜容)99貰。
串間Dナ Lめ、朝筒、 4-5了。
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我
国
経
済
護
持
一
。
持
宜
に
就
て

務
五
十
二
巻

互E

ノ一、

都

宮虎

五
ハ、

顧
ふ
に
西
洋
D
自
由
主
義
思
想
は
、
永
い
褒
展
む
過
程
を
辿
っ
て
右
の
段
階
に
到
建
し
た
も
白
で
あ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
及
ロ

l

マ
に
就
て
は
暫
〈
措
〈
も
、
人
聞
の
自
由
と
い
ふ
こ
と
は
十
四
・
五
世
紀
白
ル
、
不
ツ
+
ン
ス
以
来
強
〈
叫
ぽ
れ
た
と
と
ろ
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
於
て
は
一
肺
皐
か
ら
の
哲
感
の
解
放
、
教
脅
か
ら
の
俗
人
の
解
放
、
紳
中
心
的
思
想
か
ら
白
人
間
中
心
思
怨
白
解
肱
等
、
要
ず

る
に
自
然
の
ま
i
h
D
人
間
白
幾
見
と
い
ふ
と
と
が
基
調
を
注
し
た
。
そ
し
て
紳
か
ら
白
ら
を
解
放
し
た
人
間
は
、
究
に
世
俗
図
介
。
絶

調
穣
者
百
あ
る
閥
王
の
権
力
か
ら
自
ら
を
解
放
し
て
、
認
に
利
己
前
動
の
自
然
的
結
果
が
図
家
公
共
白
利
益
に
合
致
す
る
と
い
ム
が

如
き
忠
畑
山
・
行
動
に
ま
で
殻
展
し
た
の
で
あ
る
。

右
の
ル
ネ
ツ
サ
Y

ス
の
前
に
歴
史
的
事
賓
と
し
て
、
前
蓮
の
自
治
都
市
の
禁
法
が
あ
っ
た
。
そ
り
潤
立
白
程
度
は
固
に
よ
り
呉
つ

て
ぬ
た
け
れ
ど
も
、
自
治
を
認
め
ら
れ
た
E
と
、
並
忙
ギ
ル
ド
を
主
要
構
成
部
分
と
し
て
ゐ
た
己
と
は
共
通
で
あ
っ
た
。
ギ
ル
ド
は

江
戸
時
代
の
株
仲
間
と
類
似
り
も
の
で
あ
る
が
、
夫
々

O
M営
業
自
瀦
占
閲
剛
胆
で
あ
る
外
に
、
自
治
都
市
の
構
成
部
分
で
あ
る
と
い
ふ

我
固
で
は
見
ら
れ
な
い
特
性
を
持
っ
て
ゐ
た

而
し
て
典
型
的
意
味
に
於
け
る
巾
世
都
市
は
自
給
自
足
を
そ
の
経
済
生
活
白
目
擦
と

し
、
-
あ
ら
ゆ
る
稜
熱
心
手
工
業
が
皆
ま
れ
る
や
う
な
方
策
を
講
じ
た
。
従
っ
て
手
工
業
者
が
養
育
す
る
徒
弟
も
、
単

ι自
己
の
補
助

者
と
し
て
之
E
養
育
す
る
白
で
友
〈
、
そ
の
都
市
に
於
け
る
そ
白
職
業
の
後
継
者
と
し
て
養
育
し
た
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
ギ

ル
F
は
政
治
的
・
経
済
的
等
あ
ら
ゆ
る
方
面
よ
り
見
て
、
都
市
在
る
共
同
壮
合
白
構
成
徳
で
あ
っ
て
、
そ
白
メ
ム
パ
ー
は
同
時
に
市

民
で
あ
る
と
い
ふ
関
係
に
あ
っ
た
。
而
し
て
波
等
は
自
己
の
模
利
を
主
張
す
る
と
同
時
に
市
民
と
し
て
の
義
務
を
重
ん
じ
た
白
で
あ

る
。
市
民
た
る
語
が
我
調
の
そ
れ
と
著
し
〈
内
容
を
異
に
す
る
所
以
は
悲
陀
あ
る
。

自
己
主
主
張
す
る
と
同
時
に
自
己
の
責
住
を
考
へ
る
、
+
敢
に
個
人
的
自
由
主
義
或
は
デ
モ
ク
ラ

V

I
の
本
質
が
あ
る
。
爾
後
宗
教

a 

改
革
運
動
・
結
針
王
政
排
除
運
動
の
過
程
に
於

τ、
責
任
の
側
は
次
第
に
忘
れ
ら
れ
、
殊
に
思
想
に
於
て
は
例
へ
ば
〈
ン
サ
ム

D
如



雪
、
利
己
心
の
充
分
な
る
満
足
若
〈
は
護
探
を
以
亡
道
徳
の
根
本
原
理
、
己
考
ふ
る
者
も
現
は
る

h
k
z
t
つ
売
が
、
併
し
自
治
都
市
時

代
以
来
訓
練
せ
ら
れ
た
と
己
る
は
容
易
に
消
滅
せ
や
、
特
に
欄
逸
に
於
て
は
、
十
九
世
紀
初
頭
以
来
、
民
衆
主
義
的
友
国
隈
主
義
を

以
て
闇
民
の
個
性
的
な
も
白
と
考
へ
叫
之

E
濁
逸
文
化
建
設
の
理
念
と
し
て
そ
の
下
に
図
民
的
訓
練
を
行
っ
て
来
た
白
で
あ
る
。

'
と
己
る
が
白
治
都
市
時
代
彰
一
持
た
な
か
っ
た
我
岡
に
於

τ
は
、
市
民
的
訓
練
の
機
舎
を
興
へ
ら
れ
友
か
っ
た
。
モ
白
機
舎
た
き
ま

L

で
西
洋
白
い
は
Y
欄
熟
期
目
個
人
的
自
由
主
義
思
想
主
輸
入
し
た
。
而
弘
そ
れ
は
政
治
的
・
経
済
的
要
求
と
合
致
し
た
。
そ
し
て

封
建
枇
舎
の
根
本
的
特
徴
。
一
つ
で
あ
る
割
譲
主
義
を
排
除
ぜ
中
、
却
っ
て
之
を
守
り
育
て
つ
i
A

今
日
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

四

科

撃

性

の

不

足

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
於
け
る
入
団
の
務
見
は
、
同
時
に
科
感
性
の
鷲
見
で
あ
っ
て
、
新
興
の
市
民
階
級
は
串
間
を
教
舎
か
ら
奪
ひ
、

天
文
皐
・
物
理
事
・
生
現
時
半
等
を
科
準
的
に
研
究
し
始
め
、
そ
の
諸
結
巣
が
一
方
に
於
て
近
世
経
済
稜
遣
の
技
術
的
基
礎
と
な
う
た
。

と
こ
ろ
が
我
闘
に
於
て
は
か
ゃ
う
た
と
と
は
起
ら
友
か
っ
た
。
士
一
枚
氏
は
「
日
本
人
は
自
然
主
人
間
的
に
愛
し
た
が
ら
、
自
然
主
認

識
的
に
は
愛
し
な
か
っ
た
』
と
週
ペ
、
近
世
以
前
の
日
本
技
術
史
を
利
撃
な
き
技
術
史
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ

h
o
至
言
と
い
ム
ペ

き
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
科
墜
性
の
紋
如
を
以
て
我
園
民
践
の
本
来
的
特
質
D

一
つ
で
あ
る
と
す
る
の
で
友
い
己
と
は
勿
論
で
あ
る
。

之
を
工
業
技
術
と
い
ふ
狭
い
範
固
に
限
っ
て
考
へ
で
も
、
近
世
以
前
の
技
術
史
は
成
程
科
曲
学
紅
会
c
技
術
史
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時

代
殊
に
そ
の
後
期
忙
は
科
皐
あ
る
技
術
も
現
は
れ
た
。
此
事
は
色
々
の
例
を
と
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
持
味
深
曹
は
幕

末
に
洋
式
工
業
技
術
を
取
入
れ
た
頃
の
状
態
で
あ
る
。
常
時
の
洋
式
工
業
技
術
は
綿
て
之
を
外
国
か
ら
取
入
れ
な
け
れ
ば
在
ら
た
か

• 
っ
た
己
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
之
を
在
す
忙
常
っ
て
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
外
人
技
師
に
依
積
し
た
わ
け
で
は
友
く
、
洋
書
を
唯
一
の

我
園
経
済
護
撞
回
特
質
に
就
て

¥
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九
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我
図
極
済
登
遣
の
特
質
に
就
て

第
五
十
二
巻

静

観

六
O

ヌミ

O 

積
り
と
し
て
日
本
人
に
よ
っ
て
精
級
友
機
械
が
作
ら
れ
穴
例
が
多
い
。
そ
の
一
例
は
、
嘉
永
一
初
年
島
津
賓
彬
侯
が
繭
皐
者
築
作
院
甫

に
陶
書
「
水
蒸
般
論
階
」
の
搬
誇
を
命
じ
、
議
士
は
と
の
謹
書
に
従
っ
て
直
ち
に
小
型
の
舶
用
蒸
汽
機
関
を
作
製
し
、
安
政
三
年
之
を

越
地
舶
に
装
備
し
て
隅
同
川
に
試
運
輔
を
行
つ
も
江
己
と
で
あ
る
。
而
し
て
諜
汽
機
闘
の
製
法
に
成
功
し
た
時
に
、
浩
士
舘
の
助
教
成

山
安
容
は
「
書
ニ
水
蒸
附
設
略
後
こ
と
い
ふ
一
文
を
綴
っ
た
が
、
そ
り
一
節
に
衣
白
如
〈
蓮
べ
ら
れ
て
ゐ
る
n

『
試
与
に
西
夷
を
し
て
之
を
翻
せ
し
め
ば
、
彼
れ
岨
刊
さ
に
同
は
ん
を
す
、
東
方
人
あ
nJ
、
機
巧
此
白
如
L
、
果
し
て
徒
に
駿
勇
呆
殺
の
み
に
あ
ら
ざ
る
な

り
。
乃
ち
彼
れ
の
集
、
職
f

L
て
而
し
て
先
づ
屈
す
与
者
に
非
ざ
る
か
。
寄
れ
聞
〈
諸
問
人
之
を
言
ふ
。
大
敵
の
製
は
西
夷
よ
り
精
な
る
は
な
L
、
其

の
用
は
聞
東
よ
り
脅
さ
る
は
な
L
、
之
を
内
地
に
製
す
る
よ
り
は
、
之
を
外
克
に
勝
ふ
に
如
か
ず
と
。
夫
札
繭
白
小
、
指
ほ
且
つ
之
を
製
す
る
を
欲
せ

ず
、
祝
ん
中
舶
の
大
な
zG

も
の
に
於
て
を
や
。
是
れ
相
品
よ
り
西
夷
白
剤
慮
、
企
て
及
ぶ
可
か
ら
ず
と
鰐
す
を
以
て
の
み
。
宜
な
る
か
な
前
き
に
峡
夷

の
周
辱
ナ
る
所
と
な
り
、
而
し
て
和
を
乞
ひ
以
て
儲
か
白
品
、
b
克
れ
た
り
。
所
謂
自
ら
侮
て
而
し
て
後
ち
人
之
を
侮
る
者
に
清
人
あ
り
。
我
れ
の
今

回
、
般
の
製
の
用
は
精
且
つ
習
な
り
。
之
E
西
夷
に
較
す
る
に
、
過
有
p
て
而
L
て
不
及
な
L
。
時
に
鈍
岡
田
典
、
外
に
事
無
か
り
し
を
以
て
、
僻
の

製
造
は
末
日
佐
保
〈
意
を
致
さ
ず
、
宥
も
以
て
掴
せ
ざ
る
土
持
ふ
の
み
。
是
を
以
て
彼
れ
の
性
京
国
地
速
由
良
測
り
難
き
を
見
る
や
、
人
々
或
は
未
だ
錠
憐

を
克
れ
ざ
る
者
あ
り
。
寺
中
設
時
白
書
聞
で
、
而

L
て
H
つ
謹
轄
の
機
設
施
ナ
ペ
き
を
験
す
。
則
ち
天
下
白
人
を
し
て
、
闘
品
開
西
夷
白
伎
龍
怪
む
に
足

る
無
き
を
知
ら
し
む
。
』

之
は
利
率
性
を
中
心
と
し
て
日
支
岡
国
民
の
気
質
を
比
較
し
、
同
時
に
銃
砲
の
製
遣
に
於
て
は
既
に
西
洋
に
劣
ら
ざ
る
も
の
が
あ

る
に
拘
ら
十
、
法
舶
に
於
て
甚
だ
劣
れ
る
は
、
我
図
民
が
鎖
園
共
他
の
事
情
に
よ
っ
て
、
訓
練
の
機
曾
に
恵
ま
れ
在
か
っ
た
の
に
よ

る
も
の
友
る
と
と
を
指
摘
せ
る
も
白
で
あ
る
。

訓
練
白
機
舎
に
恵
ま
れ
や
、
科
撃
性
を
褒
揮
し
得
友
い
と
い
ふ
と
と
は
、
人
々
。
無
気
力
と
い
ふ
と
と
ta
相
関
聯
す
る
。
臨
津
先

生
は
『
抑
も
我
図
の
人
民
に
気
力
な
昔
共
原
因
を
尋
る
に
、
数
千
百
年
白
古
よ
り
、
全
国
の
権
柄
を
政
府
の
一
手
に
握
り
、
武
備
丈

a 

事
よ
り
工
業
商
震
に
至
る
ま
で
、
人
間
些
末
白
事
務
1

む
搬
政
附
白
闘
ら
宮
る
も
り
た
〈
、
人
民
は
唯
政
府
の
嫉
す
る
所
に
向
て
奔
走

薩藩海軍史、上巻607買。10) 



ず
る
凸
み
』
と
謹
ペ
て
居
ら
れ
る
が
、
特
忙
『
傍
ら
し
む
べ
し
知
ら
し
む
べ
か
ら
中
』
を
以
て
政
治
の
要
諦
と
せ
る
幕
府
時
代
に
於
て

は
、
人
々
は
無
気
力
去
な
ら
ざ

Z
E得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

幕
末
に
至
っ
て
科
壊
幌
高
山
揮
白
機
舎
を
興
へ
ら
れ
、
維
新
後
に
友
る
と
己
の
機
舎
は
益
々
大
と
ι
な
っ
た
。
然
る
に
も
拘
ら
や
そ
と
・

に
は
一
定
の
限
界
が
存
し
、
人
々
を
し
て
相
愛
ら
中
無
気
力
な
ら
し
む
る
別
の
事
情
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
循
環
論
的
で
は
あ
る
が
、

我
園
経
済
殻
建
D
後
準
性
と
い
ム
と
と
で
あ
っ
て
、
而
も
後
進
圏
の
ま
L
で
は
先
進
剤
刈
強
白
植
民
地
化
す
る
危
険
あ
り
、
有
も
之
を

売
れ
ん
と
す
れ
ば
、

我
園
の
経
済
を
急
建

ι
資
本
主
義
化
し
て
、
列
園
の
水
準
に
到
達
せ
し
め
な
け
れ
ば
左
ら
ぬ
事
情
に
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

か
く
て
先
づ
着
目
せ
ら
れ
た
心
は
、
西
洋
流
の
個
人
的
自
由
主
義
思
想
と
併
せ
て
西
洋
流
白
産
業
技
術
白
移
植
で
あ
っ
た
。
詳
言

す
る
ま
で
も
友
〈
、
明
治
の
初
め
十
午
乃
至
十
数
年
の
聞
に
あ
ち
ゆ
る
種
類
の
工
業
技
術
が
輸
入
せ
ら
れ
、
之
と
共
に
頗
る
多
数
の

技
師
が
あ
ら
ゆ
る
先
進
園
か
ら
招
聴
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
官
時
は
自
由
主
義
の
翠
か
友
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
技
術
も
技
術
者
も
賄

る
容
易
に
招
醐
押
す
る
と
と
が
出
来
た
。
裁
に
至
る
以
前
印
ち
十
人
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
へ
か
け
て
の
所
詰
産
業
革
命
時
代
に

は
、
英
図
は
己
の
革
命
に
於
て
率
先
せ
る
利
目
祉
を
結
保
せ
ん
と
し
て
、
新
技
術
が
格
外
に
停
は
る
と
と
を
極
力
阻
止
し
た
。
例
へ
ぽ

紡
績
機
械
は
勿
論
、
そ
の
模
型
宇
設
計
聞
も
輪
出
す
べ
か
ら
や
、
熟
練
工
は
海
外
に
移
住
す
べ
か
ら
や
と
い
ふ
が
如
昔
法
令
を
頻
護

し
た
。
と
の
た
め
に
例
へ
ば
斑
米
利
加
等
で
新
技
術
監
移
楠
せ
ん
と
す
れ
ば
、
英
国
の
熟
練
工
が
逃
迦
し
て
来
る
の
を
待
っ
か
、
英

闘
に
赴
い
で
新
技
術
を
盗
取
る
か
し
か
け
れ
ば
た
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
我
図
の
揚
合
に
は
事
情
は
飴
程
異
っ
て
ゐ
た
の
で
あ

る。
斯
〈
て
前
謹
白
畑
〈
、
機
械
も
技
術
も
之
を
外
固
に
仰
ぐ
、
或
は
バ
テ

y
ト
を
買
っ
て
や
っ
て
行
〈
と
い
ふ
の
が
、
我
闘
の
従
来

a 

我
園
経
擁
護
撞
白
特
質
に
就
て

第
五
十
二
巻
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我
闘
粗
情
愛
撞
白
特
質
に
就
て

t
F
王
十
二
巻

ノ、

害事

慨

の
生
産
技
術
設
展
過
程
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
勿
論
之
に
は
例
外
も
あ
っ
た
。
軍
需
品
殊
に
武
器
雌
舶
の
生
産
技
術
は
そ
の
最
も
顕
著

在
も
り
で
あ
り
、
平
和
産
業
に
あ
っ
て
も
例
へ
ば
識
維
工
業
用
諸
機
械
は
、
世
界
大
戦
後
に
は
、
世
界
水
準
以
上
の
も
の
が
浩
ら
れ

も
江
。
併
し
一
般
的
に
見
て
技
術
の
獅
創
に
は
未
だ
/
¥
距
離
が
あ
り
、
特
に
工
作
機
械
の
製
造
に
至
つ
て
は
頗
る
幼
稚
在
る
を
兎
れ

左
か
っ
た
。
他
方
に
於
て
技
術
者
の
養
成
と
い
ふ
事
は
明
治
初
年
以
来
頗
る
留
意
せ
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
大
串
・
専
門
曲
学
校
が
設
け

ら
れ
売
。
併
し
E

L
で
養
成
せ
ら
れ
た
技
術
者
は
、
技
術
創
法
白
た
め
の
技
術
者
で
は
友
〈
て
技
術
運
轄
の
た
め
の
技
術
者
で
あ
っ

た
。
桜
端
た
表
現
を
刑
ふ
れ
ぽ
、
企
業
家
は
外
閣
か
ら
輸
入
し
た
技
術
と
岡
家
共
他
の
教
育
機
闘
に
於
て
養
成
さ
れ
た
技
術
者
と
を

結
び
つ
け
で
、
い
は
ピ
共
日
暮
し
の
生
産
を
行
っ
て
来
た
白
で
あ
る
。
企
業
自
植
が
研
究
機
闘
を
設
け
る
が
如
昔
と
と
は
近
時
に
至

っ
て
始
め
て
行
は
れ
、
而
も
そ
れ
が
少
数
白
大
企
業
に
限
ら
れ
た
己
と
は
、
右
の
事
情
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

斯
〈
D
如
き
や
り
方
で
兎
も
角
も
我
図
白
生
産
技
術
は
略
々
列
闘
の
水
準
に
建
ず
る
こ
と
が
出
来
た
。

ぽ
、
そ
れ
以
上
の
進
歩
に
は
濁
創
が
絶
封
に
必
要
と
な
る
。
加
ふ
る
に
世
界
大
戦
後
各
闘
共
に
容
易
に
技
術
を
公
開
し
た
い
昨
代
に

入
っ
た
L
め
、
此
馳
か
ら
も
調
創
が
要
請
さ
れ
る
。
今
日
科
間
半
白
振
興
が
重
要
問
題
と
左
っ
て
ゐ
る
の
は
、
か
o
A

る
歴
史
的
事
情
か

ら
で
あ
っ
て
、
決
し
で
揚
自
り
白
、
一
時
的
の
問
題
で
は
な
い
。
而
し
て
今
日
ま
で
己
の
問
題
が
輔
副
附
乃
至
無
日
附
さ
れ
た
り
は
、
政

列
園
の
水
準
に
濯
す
れ

府
の
罪
で
も
な
〈
、
資
本
家
D
罪
で
も
友
ぐ
、
賓
は
我
園
経
済
委
迷
白
後
進
性
並
に
そ
れ
に
基
〈
念
進
性
に
仲
ム
必
然
の
結
旧
来
で
あ

っ
た
白
で
あ
る
。
併
し
兎
も
角
も
そ
の
事
D
故
に
所
謂
科
嬰
性
主
訓
練
し
褒
揮
す
べ
き
機
舎
を
殺
が
れ
た
と
ル
」
、
従
っ
て
利
皐
性
議

建
の
限
界
を
劃
さ
れ
売
と
と
は
事
責
で
あ
っ
た
と
い
は
ね
ぽ
友
ら
ぬ
。

五

不

均

等

放

態

a 

維
新
後
自
由
主
義
思
想
在
取
入
れ
た
乙
と
は
、
我
国
経
消
の
急
速
左
る
設
達
に
と
っ
て
頗
る
好
都
合
で
あ
っ
た
。
何
故
左
ら
ば
個



人
的
自
由
主
義
を
完
杢
に
笈
揮
さ
せ
る
己
島
、
乃
至
は
之
を
殻
探
し
得
る
や
う
に
制
度
・
施
設
を
整
へ
る
こ
と
が
、
我
関
経
済

E
最

も
よ
〈
夜
建
せ
し
め
る
所
以
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
生
産
技
術
の
輸
入
に
就
て
も
同
様
で
あ
る
。
職
入
に
よ
ら
ぎ
れ
ば
到
底
経
済

の
歩
達
は
期
待
せ
ら
れ
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
言
に
し
て
云
へ
ぽ
、
模
倣
に
よ
る
経
済
の
稜
建
で
あ
っ
て
、
勿
論
模
倣
に
よ
っ

た
と
し
て
も
、
之
を
短
時
日
の
聞
に
我
物
と
し
た
賄
匹
、
岡
氏
の
狽
創
性
を
認
め
な
け
れ
ば
た
ち
友
い
け
れ

E
も
、
模
倣
に
よ
る
後

建
で
あ
っ
た
乙
と
は
否
定
せ
ら
れ
た
い
。

モ
し
て
之
に
よ
っ
て
我
関
経
怖
は
倍
々
数
十
年
の
短
日
月
の
聞
に
急
速
な
る
溌
展
を
遂
げ
た
c

併
し
そ
の
過
程
に
於
て
各
種
の
不

均
等
航
態
が
仲
っ
た
。
屡
々
論
ぜ
ら
る
L
農
業
部
門
と
他
白
産
業
部
門
と
白
問
の
不
均
等
、
持
働
者
と
資
本
家
と
の
聞
の
勢
力
関
係

の
不
均
等
、
商
工
業
に
於
け
る
大
経
潜
と
中
小
経
皆
と
の
聞
の
不
均
等
、
或
は
一
般
的
に
見
て
所
謂
財
閥
の
経
済
力
の
絶
封
的
・
相

封
的
優
位
性
た
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
併
し
己
主
で
は
共
等
白
黙
に
燭
れ
る
己
と
を
挫
け
て
、
他
の
二
三
の
黙
を
漣
ペ
ょ
う
と
恩
ム
ロ

そ
白
一
つ
は
、
よ
い
表
現
で
は
た
い
が
、
科
曲
牢
性
の
不
均
等
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。
前
項
に
於
て
科
撃
性
と
い
ふ
己
と
を
生
産
投

術
に
限
っ
て
考
へ
た
。
併
し
と
の
問
題
は
単
に
生
産
に
科
事
的
技
術
を
鹿
用
す
る
と
い
ふ
己
と
に
止
ま
ら
守
、
企
業
粧
品
百
を
如
何
に

合
現
化
す
る
か
、
生
活
杢
般
を
如
何
に
計
書
的
に
行
ふ
か
等
、
頗
る
庚
い
内
容
を
持
。
て
ゐ
る

G

か
-
A

る
意
味
の
科
墜
性
が
我
闘
民

に
朗
る
乏
し
い
と
と
は
屡
々
指
摘
せ
ら
れ
、
或
は
民
度
が
低
い
と
い
ふ
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
も
他
方
に
於
て
生
産
技
術

は
、
模
倣
に
よ
っ
て
い
、
は
あ
る
け
れ

E
も
、
兎
も
角
列
図
白
水
準
に
ま
で
到
達
し
た
。
廿
砲
に
科
事
性
に
於
け
る
不
均
等
航
態
が
現
は

れ
た
。
教
育
と
い
へ
ば
製
校
教
育
以
外
の
も
の
を
考
へ
た
い
D
が
一
也
例
で
あ
る
や
う
に
、
科
事
と
い
へ
ば
自
然
科
壊
の
と
正
し
か
考

へ
た
い
と
い
ふ
白
は
、
ま
さ
に
と
の
不
均
等
朕
態
を
如
質
に
示
す
も
白
で
あ
る
。

今
日
科
皐
性
桶
養
白
必
一
安
が
叫
ぼ
れ
る
と
同
時
に
、
数
年
前
か
ら
引
続
き
智
育
偏
重
の
弊
害
が
唱
へ
ら
れ
、
そ
の
矯
一
作
方
策
が
考

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
之
は
矛
盾
で
あ
る
o

智
育
偏
重
な
る
概
念
は
、
智
宵
を
関
育
及
徳
育
と
別
り
も
む
或
は
針
立
す
る
も
の
と
芳
ふ
る

a 

我
園
経
椅
護
監
の
特
質
に
就
て

第
五
十
二
巻

六

傍

観

アマ



我
園
経
稗
渡
遣
の
特
買
に
就
て
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四

と
と
ろ
か
ら
生
中
る
も
の
で
あ
っ
て
、
民
白
意
味
の
智
育
、
利
曲
学
性
訓
育
白
意
味
に
於
け
る
智
育
を
考
へ
る
左
ら
ぽ
、
か
L
A

る
観
念

は
生
じ
友
い
筈
で
あ
る
。
既
に
禁
断
の
木
D
費
を
食
っ
た
人
間
白
、
他
の
動
物
と
具
る
特
質
の
一
つ
は
、
知
識
を
持
っ
て
ゐ
る
と
い

ふ
こ
と
で
あ
る
。
真
の
意
味
の
知
識
に
徹
ナ
る
己
と
に
よ
っ
て
、
徳
育
も
値
育
も
褒
達
し
、
閣
民
生
活
は
全
健
と
し
て
科
樫
性
を
持

ち
、
そ
O
基
礎
の
上
に
生
産
技
術
の
潤
創
的
殻
展
が
行
は
れ
得
る
と
同
時
に
、
圏
民
間
怖
に
於
け
る
各
自
の
自
覚
が
生
巳
責
任
感
が

護
揮
さ
礼
る
と
と
に
を
る
、
己
の
鞘
に
つ
苦
我
々
は
幅
津
先
生
の
「
磨
間
の
す
t
A

め
」
主
再
調
す
る
要
が
あ
ら
う
。

も
う
一
つ
の
貼
は
我
園
経
済
委
逮
忙
於
け
る
政
治
的
指
導
の
優
位
性
、
別
の
言
葉
で
現
は
せ
ば
、
図
民
大
衆
は
慨
し
て
無
批
判
に

政
府
D
指
導
に
つ
き
絞
っ
て
歩
み
を
績
け
、
そ
D
聞
に
ギ
ャ
ッ
プ

!
i悪
い
封
立
の
意
味
で
な
〈

i
ー
が
生
じ
た
と
い
ふ
と
と
で
あ

る
。
之
は
封
建
吐
合
。
侍
統
D

一
つ
で
あ
り
、
同
時
に
維
新
後
D
護
展
過
程
に
於
て
も
、
政
治
的
指
導
が
経
済
の
急
速
な
る
殻
建
に

興
っ
て
力
あ
り
し
と
己
ろ
か
ら
も
生
じ
た
事
柄
で
あ
る
。
官
牟
民
卑
白
風
が
今
倫
ほ
行
は
れ
、
政
府
と
園
民
犬
家
と
ほ
針
立
物
で
あ

る
か
の
如

c考
へ
ら
れ
勝
ち
な
白
は
、
そ
D
た
め
で
あ
る
。

右
白
ギ
ャ
ッ
プ
は
大
資
本
家
ム
一
周
民
大
衆
と
白
閲
係
に
移
し
て
考
へ
る
こ
と
も
出
来
る
。
日
清
戦
争
以
後
θ
産
業
資
本
、
世
界
大

戦
以
後
の
令
扇
資
本
の
顕
著
な
る
護
達
、
並
に
そ
の
政
治
へ
の
反
映
、
而
し
て
之
に
封
ず
る
批
判
が
枇
舎
主
義
忠
畑
山
の
立
揚
か
ら
す

る
も
白
に
限
ら
れ
た
と
と
に
よ
っ
て

f
右
の
事
責
を
窺
ふ
と
と
が
出
来
よ
う
。
換
言
す
れ
ぽ
国
民
大
衆
は
、
大
資
本
企
業
に
自
己
白

及
ぼ
ぎ
る
と
と
を
読
め
る
か
、
或
は
之
に
関
知
せ
ぎ
る
か
、
若
〈
は
之
を
讃
仰
し
た
の
で
あ
る
c

勿
論
大
資
本
企
業
は
我
悶
経
済
の

護
達
也
い
は
ピ
直
接
の
捨
営
者
で
あ
っ
た
。
今
日
に
於
て
も
そ
れ
は
具
ら
た
い
。
併
し
賦
っ
て
モ
れ
に
つ
き
従
ふ
と
い
ふ
の
で
は
、

頻
り
に
唱
へ
ら
る
a
A

『
盛
上
る
力
」
に
在
ら
た
い
と
と
言
ふ
迄
も
左
い
。

盛
上
っ
た
政
治
的
指
導
力
並
に
大
費
本
企
業
の
カ
と
未
だ
盛
上
っ
て
ゐ
た
い
園
民
犬
家
の
力
と
の
聞
の
不
均
等
、
之
も
我
園
経
済

a 

設
建
過
程
に
於
け
る
不
均
等
放
態
の
一
一
つ
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
上
惑
の
科
率
性
白
不
均
等
と
相
照
臆
す
る
も
の
で
あ
る
己
と
勿
論
で



あ
る
。

ι 
~、

結

語

以
上
に
於
て
我
岡
山
経
済
の
褒
詮
過
程
に
現
は
れ
た
一
一
三
の
特
質
を
遁
べ
た
。
個
人
的
利
己
主
義
の
横
行
、
科
間
半
性
白
不
足
、
各
種

の
不
均
等
欣
態
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、

要
す
る
に
今
日
短
所
又
は
快
貼
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
結
白
み
を
歴
史
的
に
考
察
し
た
の
で
あ

る
。
長
所
と
す
べ
昔
貼
に
敢
て
燭
れ
友
か
っ
た
の
は
、
他
意
あ
っ
て
り
按
で
な
い
。
短
所
己
そ
が
今
日
如
何
に
改
善
す
べ
き
か
、
重

要
注
課
題
と
な
っ
て
ゐ
暑
か
ら
で
あ
る
。

而
し
て
慣
値
判
断
の
上
か
「
り
見
て
、

煩
所
又
は
快
貼
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
以
上
の
諸
貼

も
冒
そ
れ
は
我
関
民
経
済
乃
至
関
民
性
に
本
質
的
に
内
在
す
る
も
白
で
た
〈
、
我
園
経
済
環
遠
白
過
程
に
於
て
、
訓
練
の
機
舎
に
恵

ま
れ
ざ
り
し
と
己
ろ
一
上
り
生
じ
た
事
柄
で
あ
る
と
と
、
之
を
私
は
強
調
し
た
か
っ
た
D
で
あ
る
。

何
故
に
訓
練
り
機
舎
に
惑
ま
れ
友
か
っ
た
か
、
そ
れ
は
我
岡
経
済
殻
建
白
後
進
性
及
ぴ
之
に
基
〈
急
進
性
に
悶
着
す
る
り
で
あ
る

が
、
特
に
封
建
祉
舎
か
ら
直
ち
に
資
本
家
社
合
へ
移
っ
た
と
と
、
並
に
そ
D
封
建
枇
舎
D
構
造
が
列
図
の
そ
れ
と
朗
る
趣

E
異
に
し

た
己
と
は
、
己
白
後
進
性
を
特
色
づ
け
る
・
も
の
で
あ
る
や
う
に
息
は
れ
る
。
冒
頭
に
却
建
枇
舎
の
構
法
的
特
質
主
掲
げ
た
所
以
は
議

に
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
封
建
枇
舎
の
偉
統
は
、
経
済
設
遣
の
急
進
性
白
故
に
容
易
に
掃
除
せ
ら
れ
て
ゐ
友
い
の
で
あ
る
。
世
田
て
我
閣

粧
品
門
袈
濯
の
特
質
と
し
て
、
日
本
資
本
主
義
は
封
建
的
・
軍
事
的
で
あ
る
剥
が
掲
げ
ら
れ
、
封
建
的
性
質
白
内
容
と
し
て
は
資
本
主

義
経
済
の
嫁
ワ
て
立
つ
基
礎
た
る
農
村
の
枇
舎
関
係
が
封
建
的
で
あ
る
射
が
皐
げ
ら
れ
、
之
に
閲
し
て
草
者
も
一
文
を
草
し
た
が
、

併
し
己
の
問
題
と
共
に
重
要
問
す
べ
安
一
は
、
本
稿
に
掲
げ
た
諸
賄
で
は
友
い
か
と
忠
ふ
。

要
す
る
に
封
建
時
代
よ
り
資
本
主
義
時
代
に
描
出
展
し
て
今
日
に
至
。
た
過
程
に
於
け
る
訓
練
白
機
曾
白
依
如
、
或
意
味
で
の
温
室

的
後
展
む
故
に
、
今
日
、
図
民
的
自
畳
・
潤
創
等
へ
白
悩
み
を
必
然
的
に
持
た
血
ば
た
ら
た
い
結
果
と
た
っ
た
の
で
あ
る
。
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